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四宮森児童館で行われた餅つき大会の様子 
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四宮親交会（シノミヤシンコウカイ）会長 井口茂（イグチ シゲル）さんにお話を伺いました。   

井口家は、初代井口豊前守義久が天正 19 年（1591 年）に徳川 

家康より井草村の開発を命じられたことに始まります。 

兄の井口秀臣（１０代目当主）の後を受けて町会長を引き受け 9 年 

目に入りました。 

四宮親交会は西武新宿線の上井草駅と井荻駅の中間の上井草 

2 丁目と今川 2 丁目の武蔵野台地に位置する住宅街です。 

この地域は平成 22 年遺跡発掘調査が実施され、約 3 万年前の 

旧石器時代の石器など八千数百点が発見され太古の昔から人々 

が住み暮らしていたことが分かりました。 

区域には１８２２世帯あり、１０９２世帯が町会員です。 

コロナ禍で町会の活動は制限されていたのですが、地域の 

安心・安全を守る防犯パトロール活動、交通安全活動、震災救援所訓練、 

花の植え替えなどを実施しています。また令和 4 年に 3 年ぶりに四宮小学校校庭で開催したラジオ体操

会には 7 月中の 10 日間で 1561 名のご参加をいただきました。 

その他の町会活動としては、 ・地域の四宮小学校、井荻中学校の 1 年生への入学祝をお渡しする。  

・「四宮小おやじの会」が中心に開かれている、四宮小学校子供盆踊り（令和 6 年 7 月 20 日土曜実施）

がより充実した会になるようお祝いを届ける。   

・「四宮森児童館」で 5 年ぶり（令和 7 年 1 月 26 日 日曜） 

に餅つき大会を実施。四宮小おやじの会のメンバー20 名 

が、50 ㎏の餅を交代でつき、女性陣が地元の農家から提 

供された大根で煮物を作ってくれ、大人も子供も大喜びで 

大変好評でした。地域住民に交流の場を提供できたと思っ 

ています。・毎年やっていたバス旅行が中止になり、地元農 

家の畑で大根堀りを実施しました。 

町会長だけでなく東京都退職校長会の支部長、また「いぐさ俳句会」に所属し、俳句をひねったりと 86

歳の今も公私ともに大活躍されています。元気の秘訣は毎朝ラジオを聴きながらラジオ体操を続けてい

ることかな、とおっしゃる姿勢の良いスーツ姿がとても素敵でした。 
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町会長を訪ねて⑦ ～四宮親交会会長 井口 茂さんのお話～ 


